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○EDINETタクソノミ用語集 新旧対照表 
 

新 旧 
 

1 制度・分類 
 

用語 説明 

(略)  

財務諸表等 

次の計算書の総称 

・財務諸表（「個別財務諸表」と記載することもある。） 

・連結財務諸表 

・四半期財務諸表 

・四半期連結財務諸表 

・中間財務諸表 

・中間連結財務諸表 

(略)  
 

 

1 制度・分類 
 

用語 説明 

(略)  

財務諸表等 

次の計算書の総称 

・財務諸表 

・連結財務諸表 

・四半期財務諸表 

・四半期連結財務諸表 

・中間財務諸表 

・中間連結財務諸表 

(略)  
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新 旧 
 

3 XBRL 
 

用語 説明 

EDINETタクソノミ 
金融庁が提供するタクソノミであり、内閣府令タクソノミ、財務

諸表本表タクソノミ及びDEIタクソノミを統合した総称。 

DEIタクソノミ 金融庁が提供するタクソノミのうち、DEIを対象としたもの。 

財務諸表本表タクソノミ 

金融庁が提供するタクソノミのうち、日本基準財務諸表本表を

対象としたもの（なお、注記事項の要素で財務諸表本表で利用

されることがないものは、内閣府令タクソノミの一つである開示

府令タクソノミに含まれる。）。 

国際会計基準タクソノミ 
金融庁が提供するタクソノミのうち、IFRS財務諸表を対象とした

もの（注記事項を含む。）。 

(略)  

標準ラベル 

開示書類において、表示に用いる名称で、特別な用途目的を

持たないもの（表題が記載されない項目の場合は、その項目

の概念を表す名称。）。なお、異なる用途であっても、名称が変

化しない場合には、標準ラベルが用いられる。 

 

用途別ラベル 

用途区分、財務諸表区分又は業種区分が異なることにより名

称が変化する場合のラベル及びセグメントラベル。用途区分と

は、正値、負値、期首、期末又は合計の名称が標準と異なる場

合における当該区分である。財務諸表区分とは、個別財務諸

表、連結財務諸表、中間財務諸表、中間連結財務諸表、四半

期財務諸表又は四半期連結財務諸表の各表で用いる名称が

標準（原則としては個別財務諸表用の名称を標準と考える。）

と異なる場合の当該各表の区分である。業種区分とは、業種

ごとの名称が一般商工業と異なる場合における当該業種の区

分である。セグメントラベルとは、セグメント情報の開示におけ

る勘定科目の名称が財務諸表本表における名称と異なる場合

に用いる名称のラベルである。 

代替ラベル 

一つの要素について標準ラベル又は同一種類の用途別ラベ

ルが複数ある場合の主たるラベル以外のラベル。提出者用代

替ラベルを提出者別タクソノミで追加設定することも可能。な

お、EDIENTタクソノミ用代替ラベルロールと提出者用代替ラベ

ルロールとは区別している。 
 

 

3 XBRL 
 

用語 説明 

EDINETタクソノミ 
金融庁が提供するタクソノミであり、内閣府令タクソノミ、財務

諸表本表タクソノミ及びDEIタクソノミを統合した総称。 

DEIタクソノミ 金融庁が提供するタクソノミのうち、DEIを対象としたもの。 

財務諸表本表タクソノミ 

金融庁が提供するタクソノミのうち、財務諸表本表を対象とした

もの。 

 

 

(追加) 

 

(略)  

標準ラベル 

開示書類において、主に表題として用いる名称で、特別な用途

目的を持たないもの。表題が記載されない項目の場合は、そ

の項目の概念を表す名称。なお、異なる用途区分、財務諸表

区分又は業種区分であっても、名称が変化しない場合には、

標準ラベルが用いられる。 

用途別ラベル 

用途区分、財務諸表区分又は業種区分が異なることにより名

称が変化する場合のラベル。用途区分とは、正値、負値、期

首、期末又は合計の名称が標準と異なる場合における当該区

分である。財務諸表区分とは、連結財務諸表、中間財務諸表、

中間連結財務諸表、四半期財務諸表又は四半期連結財務諸

表の各表で用いる名称が財務諸表用の名称と異なる場合の

当該各表の区分である。業種区分とは、業種ごとの名称が一

般商工業と異なる場合における当該業種の区分である。 

 

 

 

 

(追加) 

 

 

 

 
 

 


